
 

 

 

平成２７年度 ふくしまから はじめよう。 学力向上のための 

「つなぐ教育」推進事業の推進地域の取組 

拠点校名 浅川町立浅川中学校 

推進協力校 浅川町立浅川小学校 浅川町立里白石小学校 浅川町立山白石小学校 

 

 

 

          浅川町では、従来より学校間や家庭・地域の連携を図りながら教育活動を進めて

きましたが、本指定を受けて、今までの教育活動を見直し、より深めていく方向で取組を進めることと

しました。ここでは“学校と学校をつなぐ取組”と“学校と家庭・地域をつなぐ取組”について、いく

つか紹介します。 

≪学校と学校をつなぐ取組≫ 

 

 

 

 

 

 

  〈小・中合同の指導案検討会〉    〈数学科の研究授業〉    〈授業後の事後研究会分科会〉 

 ① 小・中連携による指導案検討会と授業研究会 

  算数・数学の学力向上に焦点を当て、小・中学校の教員が一緒になって指導案の検討を行い研究授 

業に臨みました。指導案検討の場面では、小学校の既習事項を中学校で生かし切れていない実態や中 

学校での指導の仕方を小学校の先生が知る機会となりました。研究授業後の分科会では、互いの立場 

で意見を出し合い、充実した研修の場となりました。 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

～学校と家庭、地域をつなぐ取組～ 

取組の内容 

② 中学校見学会 

 町内の小学６年生を対象

に、中学校見学会を実施しま

した。中学校生活について説

明を受けた後、数グループに

分かれて、授業参観や部活動

見学を行いました。 

③ 小学校どうしの交流会 

 町内にある３つの小学校の

５・６年生が、中学校入学前

から学校の枠を越えて刺激し

あったり、交友の場を広げる

目的で交流会を行ったりしま

した。 

④ 「あさまるプラン」の作成 

 町内の幼稚園から中学校までの

先生方が一堂に会して、「浅川町の

目指す子どもの姿」について考え

る幼小中連携推進プラン(あさまる

プラン)を作成しました。 



 

 

≪学校と家庭・地域をつなぐ取組≫ 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ つなぐ教育の研究・実践を進めることで、学校間(小・中、小・小)のつながりや学校と家庭・地域の

つながりをより意識することができました。 

○ 町全体として、家庭での生活の目標や授業の重点などを共有することで、より一貫性のある教育に

つながっていくと感じました。 

○ メディアへの接し方について、家庭できまりをつくり実践する児童・生徒の割合が増えました。 

○ 家庭学習の習慣が身に付いた児童の割合が増加しました。 

● 新年度が始まってからの１年間という短い期間に十分に連携することは難しいと感じました。また、

様々な方法で児童・生徒や保護者に啓発を試みましたが、十分に浸透したとはいえませんでした。今

後も継続して、取り組んでいくことが大切だと感じます。 

① 「つなぐ教育」講演会 

 児童・生徒の生活習慣の改

善や学力向上のために、学校

と家庭・地域がどのように連

携していくか学ぶことを目的

に講演会を行いました。 

④ 健康教室 

 自分自身の体のことや大人に

なることを真剣に考えることを

目的として、町の保健センター等

の協力のもと様々な取組を行い

ました。（熱中症の予防、思春期

保健講座、ピアカウンセリング、

ヨガ、エアロフット等） 

成果と課題 

② 資源物回収 

 PTA と生徒会が連携して

毎年夏季休業中に実施してい

ます。回収する品目は、空き

缶、一升瓶、古紙、雑誌等で

年々規模が拡大しています。 

⑤ 家庭掲示用ポスターの作成  

学校と家庭・地域が協力して子どもを育てるために、家庭で

できることをまとめたポスターを作成し掲示を促しました。ま

た、ポスターに関する意識調査を年２回実施したり、家庭学習

の啓発のチラシ(家庭学習のすゝめ)も作成し配付したりしまし

た。 

③ 花火の里教室 

 郷土愛を深めることを目的

に、花火の里後援会や町の青年

会の協力のもと、浅川町の伝統

の花火についての理解を深め

る取組を行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


